
地域の࢈学にΑる学生の働きか͚
学生に大学での学ͼࣄの考えをਂΊͯもら͏ ɺ࢈学のظతな取り組み

　EFCは、「地域の加価値ֹ૿大」を最ऴ目的に͛ܝる࢈
学の自己ෛ担でӡӦされている。Ѫඤ大学教तのੁ原ࢯは、
EFCは就職支援・新ଔ採用支援のためのインターンシップ
プログラムではないとす。
　「EFCの目的のͻとつは、学生の՝解決力の向্です。
行のインターンシップ支援の目的とはҟなるので、ิॿ
金は活用していませΜ。参ը企業֤社にも学生डけ入れ
ごෛ担いただいており、ご理解に感ँしています」（ੁ原ࢯ）
　EFCは学部̍年生から参加できるが、Ѫඤ大学は学生に
大学Ӄ進学をଅしている。そのためEFCは、期的には参
ը企業の新ଔ採用に݁しにくい。参ը企業のΦカϕの岡
部ࢯは、Ѫඤ大学の࢟に理解を示す。
　「当社は毎年、Ѫඤ大学は͡めݝ内外の学生を新ଔ採用
していますが、この取り組みは長期的なものだと思ͬてお
り、ۙの採用に݁するとは考えていませΜ」（岡部ࢯ）

　Φカϕは、EFCでの学生とのڠ働のメリットとして、新
の発ചや職場活性化など、「若者ࢹ点」からಘるܹを
。る͛ڍ
　「Ѫඤ大学とはEFCでの連ܞ以外にも、多様なつながり
があります。ڞಉ研究も行ͬてきましたし、当社初の機能
性表示৯の開発では、ಉ大学Ӄから新ଔ入社した若ख社
һが活༂しました。ಘられる成Ռも多様です」（岡部ࢯ）
　EFCでは学生が企業の開発やマーケティングに参
加し、現場社һと対を重Ͷ、や企ըをఏҊする。ఏ
Ҋの採択அは企業にҕͶられている。
　「ఏҊが݁実したケースも、݁実しなかͬたケースもあ
ります。いͣれの場合も学生には、大学内の座学ではಘ
い՝解決力の研ᮎ機会になります。企業には化以外
にも、学生とのڠ働を自社PRに生かしていただけると思
います」（ੁ原ࢯ）

　EFCでは、学生はEFCの最ऴ目ඪを理解し、プロジΣク
トの一һとして企業の現場に「参加」する。「参加」の過程で、
ঢ়گѲや見通しのさをࢦఠされることもある。

　「学生は現場で働く人たちとの対を重Ͷながら、『自分
が将来どΜな社会人になりたいか』『そのために学Ϳべきこ
とは何か』をイメージできるようになります」（ੁ原ࢯ）
　生໋機能学Պの学生の多くは、৯開発にڵຯを持ͬて
入学するという。EFCは、学生が৯開発に参加する機会
を通して、学生自身が大学・大学Ӄでの学びや大学ଔ業・大
学Ӄमྃ後の進路に対する思考をਂめていくことを、働き
かけている。

　EFCが学生に働きかけていることは、大学での学び、業
ք・職छ理解、企業を見るࢹքなど、多ذにわたる。
　「Ѫඤの৯業քとして学生の育成に関わることは重要
です。当社は͡め地域のさま͟まな企業を知ͬてもらう機
会につながͬてほしいと思ͬています」（岡部ࢯ）
　「学生一人ͻとりがEFCでの体ݧからؾづきをಘて、自
分らしい進路選択に向けた学びをਂめてほしいと思ͬてい
ます。そして、学びを生かす場は、自分が知ͬている企業
だけでなく、地元企業やBtoB企業にもあることを、もͬと
知ͬてほしい。一方、地元企業にもम࢜学生の学びをධ価
し、活༂を期してくれる企業が૿えてほしいと思ͬてい
ます」（ੁ原ࢯ）
　社会への一า目を౿み出す学生に向けて、地域の࢈学に
よる学生のキャリア探索への働きかけは続く。

本誌では最後に、愛媛大学と愛媛県内企業による実践型インターンシップ

「愛媛 Food Camp」の事例を見ていきたい。EFCに参画する地域の産学が、

長期的な視点で、学生のキャリア探索行動に働きかける背景を捉える。

ʲ事業内容 rڕ介加など水࢈を中心とする৯
の・ൢ ച

Φカϕ社にて20年以্にわたり、新ଔ・中్採用にܞわる。
Ѫඤݝをは͡ めࠃ࢛・関・भなどい地域の学生を採用
してきたݧܦから、長期的なࢹ点でಉ社の採用・人事を౷ׅ
している

Ѫඤ大学学部生໋機能学ՊとѪඤݝ内の
৯関連企業による࢈学連ܞ事業。2021年
度より開࢝。学部ŋ大学Ӄम࢜՝程の学生が、
企業の現場でڠ働する。2022年度は企業12
社が参ը。学生32人（学部1年生ʙम1࢜年
生）が参加した。

会社Φカϕࣜג
取క
岡部 俊孝氏

৯成分の໔Ӹଅ進ޮՌ、߅アレルΪーޮՌ、߅ԌޮՌな
ど、໔Ӹܥに及ぼすޮՌを研究し、研究成Ռをもとにした機能
性৯の開発に取り組Μでいる。企業とのڞಉ研究事例も
多い。

Ѫඤ大学学部生໋機能学Պ
教त
菅原 卓也氏

愛媛 Food Camp（以下、「EFC」）

学生・大学と企業のつながり方 ·͟͞ ·

学生のΩϟリΞ୳ࡧをਂΊる࢈学の働きか͚

学生ݱ実ફを௨ͯ͠ ɺਐ࿏をख़考する

すのɺ地域のՃՁの૿大ࢦ学が࢈

Part3 自分らしい進路選択とキャリア探索
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学生地域の࢈学の働きか を͚ɺͲ͏ ड͚ࢭΊるかʁ

学生実ફ型イϯλーϯシοプのプロάラムを௨ͯ͠ ɺࣗݾと職業の「つながり」を୳ࡧする

　インタビューの様子を見ていくにあたり、EFCのプログ
ラムを確認しておきたい。

――おೋ人がEFCに参加した理由を教えてください。　

地域の産学がＥＦＣを通して学生に働きかけていることは、学生にどのように受け止められているの

かを見ていきたい。EFCに大学生・大学院生として参加した学生2人と、学生と協働した企業2社

へのインタビューから、「現場」を体験した学生が「進路」への考えを深める様子を捉える。

「きな৯」Ճཧ༝ɺࢀ

௰Ԭ͞Μ（参加当時学部̏年生）　将来、৯業քで開発の
仕事がしたいと思ͬていたからです。「৯開発の仕事に就
くなら学部かな」と考えて大学に進学したので、目ࢦす
仕事が体ݧできる機会だと思ͬて参加しました。
は৯会社に関するࢲ　（年生̍࢜参加当時म）Μ͞ࡾ
業ք研究と、開発の職छ体ݧができると思ͬて参加し
ました。ࢲの進学理由は、アレルΪーにΉ家のଘ在で
す。アレルΪーঢ়の解ফ・؇和には৯やༀが重要な
ので、どちらも研究対にしている学部に進みました。
大学Ӄमྃ後は৯会社かༀ会社への就職を考えていま
した。
社、௰岡さΜは中Թ社（でのインൢڞさΜはே日ࡾ――
ターンシップに）にखを͛ڍたのは、なͥですかʁ
ಉ開発した実があることڞΜ　Ѫඤ大学学部と͞ࡾ
を知ͬて、ே日ൢڞ社を選びました。
௰Ԭ͞Μ　ࢲが中Թ社を選Μだのは、大きなスイーπを
ѻͬている会社だͬたからです。しかも、栗を使ͬたスイ
ーπとฉいて、テンションが্がりました。

――おೋ人は、プログラム̍日目に自己分析をされていま
すが、それまでに自己分析をしたことはありましたかʁ
௰Ԭ͞Μ 　。Μ　ありませΜでした͞ࡾ
――初めて自己分析してみて、どうでしたかʁ
Μ　これまでの人生で一度も自己分析などしたこと͞ࡾ
がなかͬたので、大変でした。ですが、今までの自分の
事への向き合い方を思い出すことで、ਅ໘目に॓をこな
すこと、ͻとつͻとつஸೡに進められることが、自分のڧ
みだと理できました。
௰Ԭ͞Μ　自分のڧみ・ऑみなΜて今まで考えたことがな
く、ۤ労しました。それでも、初めて自分に向き合うこと

ʲ事業内容 r࢈加を大ख洋՛
子メーカーにఏڙしているBtoB企業

ʲ事業内容 田ິで、定൪ࠤ・最のິࠃr࢛
の「ז༲ し͛らす」をશࠃల開する海࢈メーカー

Ѫඤ大学
学部生໋機能学Պ̐年生

（EFC参加時は学部̏年生）

辻岡 芽依さん

会社中Թࣜג
常取క
辻田 純二氏

ே日ࣜגൢڞ会社
質理部　部長
伊勢家 睦子氏

Ѫඤ大学
大学Ӄ学研究Պ
生໋機能学ઐ̎߈年生

（EFC参加時は大学Ӄ̍年生）

三好 陽麻莉さん

インタビュー

企業ࢹでݟると「か たͬ」

DAY 1 ੳとඪઃఆݾࣗ
キャリアஅπールやグループワークを通した自己内ল

DAY 2 企業ੳ
ビジωスフレームワークを用いたEFC参ը֤社の分析

DAY ３
～DAY ８

実ફ型イϯλーϯシοプʢ企業の։発׆動にࢀըʣ
・DA:1ʙDA:2の分析݁Ռのڞ有による、学生・企業の
 ૬ޓ理解
・企業のビジωスプロセス、 ・サービス、 現場作業の確認
・企業への企ըఏҊ、フィードバックを౿まえた再検討
 	ෳճ実ࢪ
 
・テストマーケティング

DAY 9
学शレϏϡーݧܦ
DA:1ʙDA:8までの体ݧの振り返り、今後の大学・大学Ӄで
の学びや進路選択に関する自己の方向づけ

DAY 10 成Ռ報ࠂ

「̝Ѫඤ'PPE�$BNQ」202�プロάラム

　EFCで学生は、カ月の間に計10日のプログラムを体
する。本誌のٞ論にԊうならば、学生は10日間で下記ॱݧ
のキャリア探索行動をしているともいえる※̍。
（1） ٬観的な自己分析（自己探索もしくは自己内ল）

　（2） インターンシップ参加ީิ企業の企業分析、および、
　　　্記（1）と企業分析݁Ռの接続（ڥ探索もしくは
　　　情報ऩ集）
　（3） インターンシップ期間を通した企業との対と職業
　　　体ݧ（外部活動）
　（4） 対や職業体ݧの振り返りと、自身の進路の再検討
　　　（外部活動を౿まえた自己探索・ڥ探索の再考）

では、インタビューを見ていこう。

Φンラインで取材
（2023年2月27日）
学生・企業関係者、ならびに、
Ѫඤ大学教त ੁ原 ࢯへ
のグループインタビュー
インタビュアー／
リクルート就職ジャーナル編集長
中田 ॆଇ

※̍　本誌P19-20で紹介したキャリア探索行動の尺度を参র
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で、Ѫඤマラソンをしたݧܦなどから、「೪りڧさ」と
いうڧみを見つけることができました。ಉ時にスケジュー
ルの確認不足が多いなど「計ը的に実行することがۤख」と
いうऑみも認識しました。
――おೋ人は自己分析の݁Ռをご自身で理して、インタ
ーンシップに参加した֤社にご自身をプレθンされたわけ
ですが ʜ プレθンをฉかれた（企業の）օさΜは、学生の
プレθンをどのように感͡ていたのでしΐうかʁ
中Թɹ௰ాࢯ（以下、௰ాࢯ）　感がある人だと感͡ま
した。一方で正なところ、企業の立場からすると、௰岡
さΜの࢟を「い」とも感͡ました。ফඅ者的な立ちҐஔ
で、大学のत業の一として臨Μでいるように見डけまし
た。そこで、化してൢചするというビジωスとしての
ਅさがわるように、్中でプログラムの内容も変えま
した。知識などを身にければ、よりਂいレϕルに౸達で
きるだろうという期からでした。
ேൢڞɹҏՈࢯ（以下、ҏՈࢯ）　ࡾさΜのおを
初めてฉいたときは、しͬかりした人だなというҹとと
もに、ちΐͬとおとなしいなʜというҹを持ちました。
ただ、一ॹに仕事をする中で、ҹが変わͬていͬたこと
も事実です。ࡾさΜのఏҊに対してࢲたちから問点を
ఠすると、ඞͣվળして再ఏ出してくれました。大学Ӄࢦ
でもこのようなษڧの仕方をしているのだろうと感心して
いました。

―― 企業もいろいろ考えながらおೋ人とのڠ働を࢝めて
いたようですͶ。おೋ人は開発の現場を通して、どのよう
なؾづきがありましたかʁ
௰Ԭ͞Μ　「開発」のଊえ方が変わりました。中Թ社の
であるৠし栗ペーストは、コストなどの制がある中
で、度やさ、ೲ入するときの୯Ґといͬた、クライア
ント企業の細かな要望に応える形で作られていました。自
社が「これだͬたらചれる」というを開発するだけでは
なく、クライアントの「ニーズをଊえてചれるにして
いく」ことが重要なのだと知りました。
は「自分が作りたいものを作る」のが開発ࢲ　Μ͞ࡾ
なのではなく、制の中でアイデアを出しながらͻとつͻ
とつ՝を解決していく過程が、開発なのだと知りま
した。ࢲはே日ൢڞ社に、しらすを若年や高年ྸ者に৯
べてもらうためのをఏҊしたのですが、コストや度、
の見た目、考ྀしなければならないものがとても多
く、ۤ 労しました。

――EFC発の「しらすラーメン」は、ࡾさΜが場で
発した一言から化したそうですͶ。
程を見ていた༲ז場見学でしらすの。Μ　はい͞ࡾ
ら、ࣽ ोがたくさΜ出ていました。何ؾなく「ࣽोはこの後
どうするΜですか ʁ」とਘͶたところ、ഇغするとฉきま
した。出ो成分やӫ養成分がたくさΜ出ているのにもͬた
いないと思い、スープに利用できないかとఏҊしました。
ҏՈࢲ　ࢯたちは現場に長くډる中で、ࣽोはࣺてるも
のというݻ定観೦がありましたので、ࡾさΜのࢹ点はと
ても新でした。しらすラーメンはࡾさΜのఏҊをきͬ
かけに開発が進み、Ѫඤ大学とのڞಉ開発としてཌ年、
発ചしました。
の化例を学ज़の立場から「しらすラーメン」　ࢯݪੁ
言うと、程でഇغされるૉ材の機能を生かし、資ݯ
として有ޮ活用することは、重要なテーマです。講ٛでも
৮れているテーマなので、ࡾさΜの一言やఏҊが、講ٛ
で学Μだこととつながͬていてくれたらخしいです。
Μ　ࣽोの再利用に着目したのは、大学Ӄで学Μだ͞ࡾ
ことから連したように思います。ఏҊを通して、「自分に
も貢献できることがある」と分かりخしかͬたです。

「։発ʹ࡞りたいものを࡞る」でなか たͬ

大学Ӄでの学ͼがԿؾないҰݴにつなが たͬ

学生地域の࢈学の働きか を͚ɺͲ͏ ड͚ࢭΊるかʁインタビュー

ࡾ Μ͞のՌ報ࠂʢൈਮʣ

見ӫえの点からז༲ し͛ら
すとしてはൢചできないछ
ྨのしらすをソーセージや
໙に使うアイデアをまとめ、
༲͛時に出るࣽोをラז
ーメンの出ोに使うことを
ఏҊした

Ѫඤ大学とே日ൢڞのڞಉ開発
により化した『᩵しらすラー
メン』。フリーズドライ加したしら
すをトッϐングとするアイデアもࡾ
、さΜチームがఏҊした。ཌ年
この開発を引きܧいだ学生
の取り組みが化につなが たͬ

28



就
職
活
動
の
意
思
決
定
の
実
態

Part

Part

Part

1

2

3

進
路
の
意
思
決
定
を
考
え
る
重
要
性

自
分
ら
し
い
進
路
選
択
と
キ
ャ
リ
ア
探
索

――௰岡さΜは、栗のスイーπをఏҊしたそうですͶ。
௰Ԭ͞Μ　何度も試作を重Ͷたうえで栗ときなคのΨトー
ショコラをఏҊしました。程よいさや৯感はධ価してい
ただけましたが、コスト໘などから化はしいという、
。しいご意見もいただきましたݫ
௰ాࢯ　௰岡さΜがご自身で企ըを考え、վ良しなが
ら形にしてくれました。最初にお会いしたときのҹを

「かͬた」と言いましたが、試行ޡࡨを重Ͷて探究される
ݶには、開発へのద性を感͡ていました。時間が࢟
られていた中でのఏҊでしたが、さらに進めていただけれ
ば、良いになるだろうと思ͬていました。
௰Ԭ͞Μ　そのように認めていただけていたのはخしいで
す。化はできませΜでしたが、「自分にもできることが
ある」と実感することができました。

――おೋ人は開発をݧܦして、考えていた進路につい
てどう思うようになりましたかʁ
௰Ԭ͞Μ　৯開発の仕事に就くためにඞ要なઐ知識が
まだまだ足りないなと、思いました。
―― ௰岡さΜは大学Ӄに進学予定とฉきましたが（注：
EFC参加当時は大学̏年生）、EFCに参加するલから大学
Ӄに行こうと考えていたのでしΐうかʁ
௰Ԭ͞Μ　৯開発の仕事がしたいと思ͬ
て学部に進学していたので、学部でそれ
が実現できそうなら就職、しそうなら大
学Ӄに進学しようと、なΜとなく思ͬてい
ました。現場を体ݧしてみて、考えが明確
になりました。自分には開発にඞ要な
ઐ知識が足りないことを௧感しましたし、
EFC に参加した後の大学の研究でも՝
解決力がもͬとඞ要だと感͡たので、大学
Ӄに進学することにしました。

「りたいࣄ」に就くにɺもͬ とࣝがඞཁ

し方からも分かるように、௰岡　ࢯݪੁ
さΜの持ちຯは実さだと思います。研究
ࣨでもうまくいͬたこと・いかなかͬたこ
とをଊえ、࣍につな͛る࢟を感͡ます。
௰ాࢯ　そう思います。「自分は研究開発に
向いていないのでは ʁ」と思ͬたのかもし
れないですが、開発への実な࢟に
は、ポテンシャルを感͡ました。
さΜは就職活動に際して、ୈ一志ࡾ――
望の職छを開発の仕事から、質理

さΜは、Ӎの中、ધにͬてしらࡾ
すړを見学。 原材料を調達する生
者のۤ労を身をもͬて知ͬた࢈

௰岡さΜの成Ռ報ࠂには、ં々にアドバイスをくれた中Թ
社の社һが応援にۦけつけた

௰Ԭ Μ͞のՌ報ࠂʢൈਮʣ

「自社を用いた新の開発」の一として、試作を作。クライアント担当者にも試৯してもら
い、ධ価をडけるとともに՝のࢦఠもडけるなどಘいݧܦとなͬた

の仕事に変更したとฉきました。
をऴえてから、վめて自己分析ݧΜ　開発の体͞ࡾ
をしてみて、自分がどΜな職छに向いているかを考えまし
た。ࢲは૾力を生かして新たな企ըを立てるというより
は、目的を達成するために一つͣつ計ը的にੵみ্͛てい
くほうが向いているという理をして、希望職छを開
発から質理に変えました。

――EFCでの体ݧを通͡て、企業や社会についてどのよう
な考えを持ちましたかʁ
௰Ԭ͞Μ　自分が知らなかͬた仕事を知りました。ࢲの中
の仕事のイメージには、ফඅ者がखに取るやサービス
をつくる仕事しかなかͬたのだと思います。中Թ社での
開発を体ݧして、BtoBの仕事、٬ސ企業のニーズに応え
る仕事を知りました。 大学Ӄमྃ後の進路を考えるうえで
もれͣにいたいと思います。
Μ　企業、社会で仕事をするということは、大学で͞ࡾ
過ごしてきたڥとはҟなるのだということを実感しまし
た。ݫしいフィードバックもあͬて、མちࠐΉこともあり
ました。一方で、;としたؾづきがఏҊにつながるなど、
大学で学Μだことと仕事のつながりも実感できました。

大学とࣾձผものͩ Ͳ͚ɺつながͬͯ もいた
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